
浴衣姿の人も多くみられた

あじさい花灯り回廊

　6 月 29 日、あじさい寺として知られる寺分の平等
寺で「あじさい花灯り回廊」が行われました。境内に
は約 4000 株のアジサイが植えられています。見ごろ
を迎えた花を彩るように、ろうそくや灯籠の灯りが揺
らぎ、幻想的な雰囲気が漂いました。
　縄文女組太鼓の力強い演奏や民謡などのステージも
あり、夏の夕方のひとときを楽しもうと、多くの人が
訪れました。

幻想的な灯りが花を照らす

いしかわ我がまちアドプト制度の一環として行われた

九里川尻川を住民憩いの場に
きりこ橋会　堤防にナデシコを植栽

　九里川尻川の美化に取り組む「きりこ橋会（久保田
孝代表）」は 7 月 3 日、川の堤防にナデシコ科の多年草・
ライオンロックを植栽しました。
　きりこ橋会は九里川尻の 65 歳以上の住民有志約 30
人で結成。この日は役員 10 人が出て、除草しておい
た堤防 50m で苗の植え込みと施肥を行いました。
　久保田代表は「ここはカヌーの体験場所で、堤防に
は桜もある。住民の憩いの場にしたい」と語りました。

　東京・丸の内で出勤前の会社員を対象に開かれてい
る市民大学「丸の内朝大学」の講師・吉田秘馬さんが
7 月 11 日、天領庄屋「中谷家」をテーマに能登の魅
力を高める方策について関係者と意見交換しました。
　吉田さんは「『観光地』づくりではなく、外の人た
ちの『関係地』になることがポイント」と指摘。8 月
3 ～ 4 日には同大学の受講生 40 人が能登入りし、1 グ
ループが中谷家でフィールドワークを行います。

中谷家の現当主、中谷直之さん（右）も参加した

活性化のキーワードは「関係地」
丸の内朝大学の講師　中谷家で意見交換

　10 月下旬に町内で開催される「観光キーパーソン
集会」の打ち合わせに来町した観光庁観光地域振興部
の瀧本徹部長は 7 月 6 日、NPO 法人「のとキリシマ
ツツジの郷」から活動内容について報告を受けました。
　NPO は、DNA 調査によってキリシマツツジの能登
固有種を発見したことや、盆栽仕立てにしたものを首
都圏などで展示していることを紹介。このほか、酒造
りなどが同集会のテーマとして予定されています。

キーパーソン集会のテーマに
観光庁・瀧本部長　のとキリシマを学ぶ

NPO 宮本理事長から現地説明を受ける瀧本部長（左から 2 人目）

合同演奏。
大人数での演奏は貴重な経験

▼歌声で会場がひとつに

　能登町音楽愛好会主催のプロムナードコンサート、今年は 6 月 23 日に役場能都庁舎で開催され
ました。柳田、小木、能都中学校と能登高校の吹奏楽部をはじめ、宇出津吹奏楽研究会、バンド演
奏やコーラスなど幅広いジャンルの演奏が披露され、約 300 人の観客を魅了しました。
　「プロムナード」はフランス語で「散歩道」を意味します。夏のさわやかな季節を、楽しい音楽
とともに過ごそうと趣旨で始められ、今年で 34 回を数えます。恒例の合同演奏では、吹奏楽の 5
団体が 2 曲を演奏。一番最後に演奏された「花は咲く」では観客も合唱に参加し、会場全体でハー
モニーを奏でました。

第 34 回プロムナードコンサート
音楽で会場が一体に

能登森林組合の職員が指導した

まちづくり出前講座「バイオマスタウンの推進」

　内浦保育所の園児が 7 月 10 日、生ゴミを減量・堆
肥化する「ダンボールコンポスト」作りに挑戦しまし
た。園児たちはダンボール箱にガムテープで目張りを
し、「ピートモス」や「もみ殻くん炭」を混ぜ入れ土
づくりを体験。今後、給食調理で発生した野菜くずな
どを投入し、循環型社会について学びます。竹橋澄子
所長は「完成した堆肥で作られた野菜を早く食べさせ
てあげたい」と話しました。

循環型社会について学ぶ

　7 月 4 日、能都中学校に町内の小学 6 年生と中学 1
年生が集い、講演会が開かれました。職業人の話を聞
き、仕事についての理解を深めることを目的としてい
ます。講師は宇出津出身の全日空機長、濱田善明さん
と能美市出身の客室乗務員、村上彩さんです。濱田さ
んは能登空港開港初便の機長を務めました。当時のエ
ピソードや、普段の仕事について紹介。トラブルの解
決にはチームワークが大切であると述べました。

パイロットの日常に触れる
能登空港開港10周年記念事業

児童らからは多くの質問が寄せられた
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第 2 次行政改革大綱　3 年目の実績
　 町民の皆さんのニーズに応えるため、平成22年3月に
第2次行政改革大綱および実施計画を策定し、さまざま
な改革を進めています。平成24年度に取り組んだ行政改
革の実績と平成25年度以降の計画は次のとおりです。

問総務課☎ 62-8510

平成 24 年度行政改革の主な実績
●組織機構の合理化 
・能登町本庁・支所検討委員会を設置し、提言書を提出 
・電子カルテの導入により、紙カルテや伝票の削減と業務
の効率化を実施
●定員の定数等の適正化 
・能登町定員適正化計画による職員削減（削減数 14 人）
●職員の意識改革の徹底 
・昇格時に適性試験等の実施（対象 50 人） 
・職員提案制度を策定
●第三セクターの見直し 
・旧財団法人の清算結了により、出資金の返還
●経費の節減・合理化 
・公用車の台数を削減
●町税等の収入の確保と負担の適正化 
・宅地造成地等の公有財産の売却、ホームページや広報誌
の有料広告掲載による収入額を計上 
・水道会計の料金適正化のため経営診断を実施し大幅な料
金改定を実施
●事務事業の見直し 
・宇出津小学校及び能都中学校の給食の共同調理を実施

平成 25 年度以降の実施計画検討内容
○分庁方式から本庁・支所方式の導入を推進し、現在の
支所出張所の廃止を検討します。

○課の統合や業務分担を見直し、定員管理の適正化を図
ります。

○申請・手続きの簡素化、複数手続きの対応の充実など
によって窓口サービスの向上を図ります。

○各種補助金などは、目的や効果を十分に精査し、廃止
や整理合理化に努めます。

○町税などの収納率向上、使用料などの受益者負担の適
正化を図ります。

○指定管理者制度の活用を図りながら、行政と民間との
新たな役割分担のもと、最も適した管理者によるサービ
ス提供を行える体制を整えます。公共施設の必要性につ
いても検証し、整理・統合を進めます。

○事務事業の改善・効率化のため必要な事業には、積極
的かつ計画的に民間委託を推進します。

第 23回参議院議員通常選挙開票結果

投票率は60.10％（選挙
区 ）

　第 23 回参議院議員通常選挙は、7 月 21 日㈰に投票が行われ、即日開票されました。
投票総数のうち期日前投票は 3,573 人（20.27%)、投票率は前回（平成 22 年 7 月 11
日執行）を 2.25㌽下回る 60.10% でした。
　各投票区の投票・開票結果は次のとおりです。

【選挙区】

一川保夫 民主党 2,250

亀田良典 日本共産党 445

宮本智 幸福実現党 164

山田修路 自由民主党 7,140

浜崎茂 無所属 118

無効 371

投票者総数 10,488

【比例代表】

みんなの党 552.236 

民主党 1,656.091 

新党大地 30.000 

社会民主党 139.000 

生活の党 134.000 

みどりの風 35.581 

自由民主党 5,487.131 

日本共産党 305.370 

公明党 1,115.518 

緑の党
グリーンズジャパン 36.142 

日本維新の会 418.923 

幸福実現党 47.000 

無効 529 

投票者総数 10,486 

投票区 投票所 当日有 
権者数

投票 
者数

（選挙区）

投票 
率

第 1 能都社会福祉会館１階集会室 1,668 1,014 60.79 

第 2 町立宇出津小学校　１階ロビー 1,693 986 58.24 

第 3 町立ひばり保育所　遊戯室 874 559 63.96 

第 4 町立三波公民館　集会室 287 182 63.41 

第 5 矢波地区集会所 252 171 67.86 

第 6 町立神野公民館　ホール 553 335 60.58 

第 7 町立鵜川公民館　図書室 999 624 62.46 

第 8 町立瑞穂公民館　和室 665 386 58.05 

第 9 宮地生活改善センター　集会室 240 168 70.00 

第 10 野田コミュニティセンター 1,377 915 66.45 

第 11 町立小間生公民館　会議室 458 287 62.66 

第 12 上町地区生活改善センター　和室 740 492 66.49 

第 13 町立岩井戸公民館　会議室 206 135 65.53 

第 14 当目地区多目的研修集会センター 221 140 63.35 

第 15 斉和多目的集会所 200 148 74.00 

第 16 内浦福祉センター　１階集会場 1,867 1,009 54.04 

第 17 上区集会場 239 164 68.62 

第 18 町立不動寺公民館　集会室 479 318 66.39 

第 19 町立秋吉公民館　集会室 338 199 58.88 

第 20 白丸コミュニティ施設　多目的交流
ホール 694 402 57.93 

第 21 能登勤労者プラザ　体育館 366 173 47.27 

第 22 小木地区活性化センター　ロビー 1,847 978 52.95 

第 23 町立高倉保育所　遊戯室 996 566 56.83 

第 24 小浦地区集会所 192 137 71.35 

合　　計 17,451 10,488 60.10

しゃがむ 隠れる じっとする

シェイクアウトいしかわ
県民一斉防災訓練を町でも実施

　地震発生時に安全行動を取り、身の安全を守る訓練
「シェイクアウトいしかわ」が 7 月 5 日に初めて行われ
ました。町内では全ての保育所、小・中学校でも実施さ
れました。
　柳田保育所では午前 11 時 30 分、館内放送で訓練開
始が告げられました。昼食の準備をしていた 3 歳児か
ら 5 歳児の園児は、落ち着いて机の下に隠れ、落下物
などから身を守る安全行動をとることができました。

　今回の訓練には、県内の団体や個人、合わせて 17 万
人以上が参加を登録しました。これは県の人口の 1 割
を超えており、関心の高さが伺えます。

防災を学校の伝統、地域の文化に
小木中学校で応急処置講習会
　「シェイクアウトいしかわ」に合わせ、災害発生時の
応急処置について学ぶ催しが小木中学校で行われ、生徒、
小木小学校の職員、小木地区婦人会など約 60 人が参加
しました。講師は白山市にある公立つるぎ病院の看護師、
大月真由美さんです。大月さんは防災士でもあり、東日
本大震災の被災地でも活動しています。
　大規模災害発生時には医療機関も混乱しています。通
常の対応は難しく、
応急処置の知識が
必 要 で す。 大 月 さ
んは生徒に止血な
どの医療処置だけ
で は な く、 新 聞 紙
のスリッパ製作や、
ゴミ袋を利用した
防寒着の作り方を
教えました。 三角巾の折り方を教える大月さん（左）




